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☆ 関数の増減とグラフ☆

.′ (■ )の導関数 .′

′
(χ )は χ座標が・

である点

のν=.′ (・ )の グラフの接線の傾きを表した。

したがって,α <″ <bで常にノ
′
(2)>0で

あれば,常にグラフの接線の傾きはlEに なるの

で,ν =/(τ )の グラフはこの区間で常に有上

がりになる。また,この区間で常にノ
′
(2)<0

であれば,接線の傾 きが負になるので, グラ

フは右下が りになる.

【より厳密に理解するために1 (初読の際は飛ばしてもよい
)

微う)を 最初に学習したときには, グラフが右上が りかどうかについては以上のよ‐

にグラフの1妾線の傾きを利用して説明されることが多い。しかし,グラフが右上が |

または右 卜が りになる理由は,接線の傾きの正負よりもむしろ

【定理】

∀″∈Jに対し,f′ (F)>0=)fで ,′ (■ )は 単‐調に増加

∀″∈fに対し
.′

′
(・)<0→ fで ノ(r)は単調に減少

この定理は次のように平均値の定理21を
使って証明されえ

まず,″ の関数ノ(■ )が区間 Iで増加であるとは

∀″1, ∀■,2∈ Iに対し. ■1<22・=)′ (・ 1)</(・ 2)

が成り立つことであった。このことが「∀驚∈Iに対し
.′

′
(・)>OJであれば成i

ることをいえばよい。

I=[α ,司 とおく.こ こで,ノけ)は Iにおいて
,′

′
(r)>0であるのだから, もた

んIで連続で,(α ,b)で微分可能である。したがって,平均値の定理から
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力1,∀″2(α ≦πl<″2≦ み)に対し

=点 0鉤 く

となる cが存在する。ところで,∀″∈II[

なので,(5.27)の 第 1式 より

ノ(″ 2)~.′ (κ l)
>0

κ2~″ 1

である.さ らに″2~χl>0であったか′:

/(κ 2)~ノ (πl)>0
∴ /(″ 1)</(χ 2)

であるから, /(″ )は Iにおいて増力Ⅱするこ

μ(″)<0の場合も同様にして,区問Jて

ことを示すことができる。■  '

★ 曲線の凹凸 ☆

今度はノ(κ )は 2回微分可能な関数であ1

rも 触れたように

∀″∈」に対しθ
′
(″)>0-∫ ‐

rあ るから,ノ′
(χ )=(ノ

′
(χ ))′ (/〃 (χ )は「

∀
“
∈Iに対し/′

′(2)>0=珂

えヽる.それではノ
′
(″ )が増加するとはヒ

グラフの接線の傾きが増加しているとい'二

こi■行方向を＼ から→,/のように変 11

、1'の 変化を見ること
)

α            b

ノ(″)>0である区間では

グラフは右上がりになる
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